
3 Iri]数衆車券 適用期間中であっても ， その券片がまだ一

枚も使間されていない場合にかぎる。

4 txiili急行券および準急行券 その入欽I狗で，かつ通周期

間内であるときにかぎる。

5 !WJ別急行券 ・ 寝台券 ・ 特別 2~P11券 ・ 自動車急行券 そ

の指定をうけた列車 ・ 汽船または自動車が， その乗車船駅を出

発する l時刻の 211寺間前までに，これをもよりの駅にさし出して

申し出たときにかきf る。

6 f.ム L 、もどし手数料 旅行見合せによる払L 、 もどしをする

場合，国鉄は鉄道巡輸規程の定めるとこ ろにより ， 払L 、 もどし手

数料を請求することができる。その払L 、もどしの取扱をする場

合には，定期衆車券以外の衆車券 ・ 哲一通急行券および準急行券

は l 枚につき 10 門の手数料を， 定期l罰Plï券の場合は l 枚につき

30 内の手数料を収受することとしている。ただし定期乗車券お

よび回数衆車券を除くその他の乗車券 ・ 普通急行券 ・ 準急行券

でっきfの場合は， 例外としてこれを収受しない。

(1) 車両事欽その他旅客の責任とならない~J~由によ って， 乗

車券而にき提示された等級のlJï紛室に来事船することができない

ため旅行を止めたとき。

(2) 列車 ・ 汽船または自動車が運行不能となったため旅行を

止めたとき。

特別急行券 ・ 特5J IJ 2 等車券 ・ 寝台主主または自動車急行券の場

合は， 出発する日の 3 目前j までに諮求したときは料金の 2 割相

当領， 出発l時刻の 2 時間前までに請求したときは料金の 5 制相

当傾の手数料を収受する。ただし五li輸上の支障その他旅客の責

任とならない事EBで祭事または使用て'きなくなったときは手数

料を収受しない。

7 :t1，\' 、もどし駅 旅行見合せの場合における旅客五JUr( . 料

金の払いもどしは，定期采111券の場合においてはその発行駅に

かぎり取り扱い， その他の梁車券怒lの場合においては，任意の

臥において取扱う。(平林喜三造)

りょひ 旅費 旅行中必主主とされる波別に充てるため支給され

る費用であり ， いわゆる実質弁償の一極である。しかし旅費の

本体が~rt'1弁償であるということはあくまでも性絡論であって，

現行規程上の旅政が純粋の意味において実政弁伎を意味するも

のではない。笑!J'l.弁償を本体としながらも ， 給与的性絡をも祁

びているものである。しかし給与的性絡を有していても ， Ji主政

は給与ーではないのであって， この点については給与体系などが

似かよ っている一般公務員の旅費について，は っ きりと給与に

含まれないことを明示している。 ( IIß和 24 年絵本叩白In4 号L一

般職の収品の給与に僕lする法律の解釈放び巡則方針l) 。

わが国の旅費制度は，完全な実質弁償主義をとらず定領主義

を採用している。この定額主義とは， 旅行者が現実にどれほど

の政)1'Jを要したかを一々せんさくしないで，個々のj東松盛目に

ついて，保準的な~ミ~'l.古買を基礎として計算した定殺を支給しよ

うとする主義である。国鉄においてもこの定額主義を採用して

いるが， 旅行の形態が多極多様て'あって ， それぞれ旅行の内容

の奥なるごとに定額を定めることは容易でな く ， かつ事務的は

んさを考え合わせ， おおよそつぎのような体系で組み立てられ

ている。

1 内図旅行の旅費

旅行が園内だけで終始する旅行の Jfrf.!J '1 。

(1) 迎絡旅費 業務連絡旅行 ・ ìJ刊誌旅行 ・ 近距離旅行 ・ 勤務

地内旅行 ・ 常 例m務旅行 ・ 同一地長期滞在の場合 ・ 鉄道教習所

生徒主主の旅行 ・ 応急作業旅行 ・ 一定区域内旅行等。

(2) 職務旅!JII 助動旅行 ・巡回肢をf旅行 ・施設移動修理旅行 ・

日ンゲルマン

列車 ・ 自動車采務旅行 ・ 日当加l給 . illh力事乗務旅行 ・ 電車*務

旅行 ・ 耕雲耳i乗務旅行 ・ お召列車采務旅行 ・ 船員衆務旅行 ・ そ

の他乗務旅行。

(3) 赴任旅費 赴任旅行。

(4) その他

2 外国旅行の旅費

これ以外に特別規程として鉄道公安職員のJfm， 空気調和l装

泣取扱戦只の旅費， 担器械軌道区職員の旅費等がある。なお旅行

には船lJïに乗車する場合が多いため，船11ょ貨が支給される。船

耳工賃とは鉄道賃， 軌道賃， 自動車賃， 航空r'( ， 船f'L 特殊紛111

.Itと徒歩雑賀の総称である。

旅費は前述のように実質弁償を本体としているため， 実~の

必要を認められない旅行に対しては， j良型tを支給しないのがた

てまえである。したがって鉄道旅行では 80km，自動車 ・ 船舶

旅行では 40 km ， 徒歩旅行では 8 km 未満， または旅行の行程

が 5 時間未満で終了する場合は， 実技舗は定額の半傾 くらいで

あるとみなされて，それぞれ日当定額の半額が支給され， また

勤務地内の旅行の場合は， 上記のキロの半分未満，時間では 4

時間未満の場合にかぎり日当が支給されないこ ととなっている。

ただし宿泊料については， 宿泊命令を受ければ支給される。

(青木秀夫)

りんえん 林縁 (英) forest edge 林地の周囲を指す。普通に

は林地の周囲は校先に障害物が無いため， 陽光を十分に受けて

枝葉が繁茂し， あたかも森林が衣をまとったような状態となる

ので， この部分を林衣または林套と称する。この林縁に発途し

た林衣は暴風その他の外界の諜i現象に対し自ら森林を保護する

もので， 林衣の育成をはかることは森林を仕立てる上にたし、せ

つであるが， 吹雪Ii1j J上林， ~)jm林のよ うに暴風を防ぐことを目

的にした林に対しては， この発達がとくに必要久くべからざる

ものである。(高村義次)

りんえんろ 輪縁路 (災) flange way レーノレの軌間側仰IJj茄

にそって ， 111輸の翰縁 (7 ラ γ ジ)の通過する空間をLう 。 111輸

が脱線しないでレールの上を転ずるように，外輪(タイヤ)の周

縁に沿うて設けた突起部分を輪縁またはフ ラ γジとし、L 、 ， フラ

ンジの通過に支障ないように設けた空間で司ある。国鉄 ・ 地方鉄

道および軌道では，この輪縁路のために， ν ー ノレの軌間内側に

最少限度の寸法を設けることを規定している。

l 国鉄

一般の場合 65 mm + スラック

踏切i註(謎輪裟位のあるもの)の場合 65mm + スラ ック

その他分岐官誌の談輪装f在や片側に護輪装位のある場合には， 別

の寸法がきめられている。

2 地方鉄道および軌道

一般の場合軌間 1 ，067 mm および 1 ，435 mm のもの 54 mm

1坑間 762 mm のもの 45mm 

轍叉(て っさ)の場合(レールと翼 レ ー ノレまたはガード レーノレ

との間隔)

(伊地知堅一)

軌間 1 ，067 m および 1 ，435 mm のもの 38 mm

1坑間 762 mm のもの 33mm 

リンゲルマンしえんしょくしきベつほう リンゲルマン氏

煙色識別法 ばL 、邸Iの濃度を示すも の として，リ γ ゲノレマン

煙線図が一般に採用されているが， これは無色から又黒色の 6

般に分類されている。 すなわち No.O を無色， No.1 - No. 5 は

(次図)絡子形の無線図が， JU県に対し 20， 40, 60, 80 %の制合

乙なるようにしてあり ， 図の絡子の腕は 10mm で No. の大な




